
坂東眞理子先生

［昭和女子大学学長］

ベストセラーとなった著書『女性の品格』で知られる坂東

先生。凛とした佇まいと優しい口調は、すべての女性のお

手本ともいえる。そんな坂東先生の小学校時代について、

そして今の先生たちに願うことを語ってもらった。

多様な人と交流ができた小学校時代

なによりも現在の私にとって一番良かっ

たと思えるのは、小学校時代に人との出

会いがたくさんあったことです。私は小

学校時代、勉強も運動も得意な子ども

でした。当時通っていたのは、地域の公

立学校でした。そこでは、地域の子ども

たちは勉強ができる子もあまり勉強熱心

ではない子も皆同じ学校でした。むしろ

本に熱中する私のようなタイプの子は少

なかったと思います。そんな環境でした

から、今でも地元に帰ると、旧友は商売

をやっていたり、農業を営んでいたり、

それぞれ皆違う道を歩んでいる方との交

流があるんです。いろんな立場の友達が

いる中で育ったことが、なによりも私の

人間形成に役立っていると思います。今

は早い段階から、私立公立、その中でも

細かくランク付けがなされていますよね。

たとえば一流校と呼ばれるような学校で

は、同じように勉強ができる子同士のつ

ながりばかりになっているように思いま

す。各々の特性を活かせるような環境も

大事だとは思いますが、個人的な体験と

しては、小学校ではいろんな人と出会え

る、触れ合えるということも大事なことだ

と思います。

子どもの個性を尊重してあげてほしい

私の通っていた学校では「できる子は放

っておいても大丈夫」というような雰囲気

があって、逆にできない子に目をかける

先生が多かったんです。そんななかで、

忘れられないのは、中学校時代に教頭

をなさっていた武田先生です。先生は数

学の教科書の執筆もなさっていたのです

が、まだ作成中の教科書を私にやらせて

みて理解度を試すなど、授業以外の部

分でもマンツーマンで私のことを育てて

くれました。過去のそういった体験から、

今の先生方にはぜひすべての子どもた

ちのことを思って欲しいと感じます。もち

ろん、極端に学力が上や下の子という

のは先生にとってもフォローしにくい部分

があると思います。しかし、皆平等に、と

いうことではなく、それぞれの個性や違

いを先生方がおもしろがってもらいたい

んです。変わっていると言われるような子

にも違和感を持つことなく接すること、そ

れが子どもたちの未来に大きな良い影

響を及ぼすのではないでしょうか。

応用力のカギは読書にある

現在、私は昭和女子大学の学長を務め

ていますが、教育の現場で感じることは

子どもの応用力を鍛える重要性です。子

どもたちには覚えるだけでなく、考えて答

えを出す機会が必要だと感じます。それ

は、やはり本を読むことで鍛えられるも

のだと思います。本を読んで考えること

で、読解力が身に付き、自然と国語以

外の教科にも良い影響を及ぼします。

本来は大学でも本の音読を行いたいの

ですが、大学では人数が多いのでなか

なかできません。ぜひとも小学校では、

音読や読書に時間を割くことをおすすめ

したいですね。きっと子どもたちの将来

に役立ちますよ。

先生も“品格”をもって

私は著書の中などで、品格という言葉を

使いますが、一番品格のない行動とはな

んでしょう？ それは他人を思いやること

なく、自分さえ良ければいいと考えるこ

とです。今、教育現場では「モンスター

ペアレント」という問題が起きていると

聞きます。これはまさに品格のない両親

の問題ですが、トラブルの時こそ、先生

が品格のある行動をとるべきだと思いま

す。では、理不尽な両親に対してどの

ように接したらよいでしょう？ これは

難しいことですが、コミュニケーションを

取るのが、一番の方法だと思います。相

手の気持ちを考えて、じっくりと話し合っ

ていくしかありません。もちろん、対話が

通じないところから始めるのだとは思

いますが、それでも相手の立場に立って

子どもたちの幸せを思って話をする、そ

れが先生の品格と言えるのではないでし

ょうか。そのためにも先生方には、いろ

んな世界の人たちと付き合って、ご自分

の世界や許容度を広げてもらいたいで

すね。私が過ごした小学校時代のよう

に、いろんな子が一緒に勉強をする環

境でなくなってきている現在だからこそ、

先生方の見聞の広さが大切になってくる

と思います。
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「子どもの幸せを一番に」
それが先生の品格です。
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